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<はしがき>

本研究においては､コホー ト内患者対照研究のデザインを研究対象とし､コホー

トの特徴や研究の目的に合わせた最適な対照選択デザインの開発を目的としていた｡

これまでの研究によって,主要な原因因子 (以下､曝露因子とよぶ)の影響の推定

効率および曝露因子とその他の因子との交互作用の推定効率を考えた場合にカウン

ターマッチング法が一定の効果があることを確認した｡ また,カウンターマッチ

ング法の解析方法である部分尤度法に代わってペアワイズ推定法を提案することに

よって,より柔軟な対照選択デザインに対しても対応できることを明らかにした｡
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本研究の研究報告として,以下の5つの資料をまとめる｡

資料 1:サンプリングデザイン :カウンターマッチング

資料2:1:mcountermatcheddesigninnestedcasecontrolstudy

資料 3:pairwise推定関数による統計的推測 (発表資料)

資料4:EstimationfordeparturefromHardyWeinbergequilibrium (発表資

料)

資料5:Riskassessmentofthemixtureofchemicalswithmissingand

intervalmeasurementssuchasdioxinsorPCBs.(発表資料)
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